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１１月臨時会
　平成３０年１１月臨時会は１２日の１日の
会期で開き、補正予算１件、請負議案１
件、条例１件の計３件を審議し、原案の
とおり可決しました。

１２月定例会
　平成３０年１２月定例会は１３日から１８日
までの会期で開き、陳情１件、意見書２
件、契約１件、条例８件、補正予算１０
件を審議し、原案のとおり可決しました。
　その他、委員長報告２件、契約変更報
告１件がありました。
　一般質問は３人が登壇し、執行部をた
だしました。

表紙写真によせて

　1月6日の消防出
初式では、女性防
火クラブによる炊
き出しが行われま
した。
　あったか～い豚
汁に、身も心もあ
ったまりました。

も く じ
Ｐ２　デイサービスさんご完成
Ｐ４　臨時会
Ｐ５　定例会
　Ｐ５　補正予算・契約変更
　Ｐ６　条例・意見書
　Ｐ７　委員会報告
　Ｐ８　一般質問

Ｐ１１　みんなの広場
Ｐ１２　こんにちは

静養室には５台の
　自動ベッドを完備

　新しく生まれ変わったデイサービ
スさんごは、１日の利用定員を２０名
から３０名に増員し、障がいのある方
も利用できる施設として施設機能も
拡充し、平成３０年１２月２６日に開所し
ました。

　利用等については、社会福祉協議
会までお問い合わせください。
　蕁０８８０－７３－１１１９
　　（大月町社会福祉協議会）

静養室には５台の
　自動ベッドを完備
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誰もが使いやすい
入浴施設

充実の機能訓練室

誰もが使いやすい
入浴施設

充実の機能訓練室

デイサービスさんごデイサービスさんご
堂々完成堂々完成
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　統合保育所の用地として、昨年４月に県から無償譲渡を
受けた旧大月分校。今年度中に解体工事を完了し、３１年度
に建設、３２年度開所の予定です。

◇
旧
大
月
分
校
校
舎
等
解
体
工
事
請
負
契
約

　
　
契
約
金
額
　
７
０
５
７
万
８
０
０
０
円

　
　
相
　

手
　

方
　
久
米
建
設
株
式
会
社

　
　
契
約
期
間
　
平
成

３１
年
３
月

２５
日
ま
で

【
全
員
賛
成
】

臨
　
時
　
会

　
専
決
処
分

◇
大
月
町
通
所
介
護
施
設
備
品
購
入
契
約
の
変
更

　
　
〈
契
約
金
額
〉

　
　
　
変
更
前
　
８
８
４
万
８
８
７
２
円

　
　
　
変
更
後
　
９
４
０
万
　
８
７
１
円

　
　
　
変
更
額
　
　
　

５５
万
１
９
９
９
円

　
　
〈
変
更
の
理
由
〉

　
　
　
　
施
設
利
用
者
増
に
よ
り
、
ベ
ッ
ド
・
歩
行
器

　
　
　
を
各
２
台
追
加
購
入
す
る
た
め
。

　
補
正
予
算

◇
一
般
会
計

　
　
６
７
９
万
５
０
０
０
円
を
増
額
補
正

　
　
〈
補
正
内
容
〉

・
ホ
テ
ル
ベ
ル
リ
ー
フ
大
月
の
複
合
受
信
機
の

修
理
　
３
１
３
万
２
０
０
０
円

　
　
　
・
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
ト
イ
レ
新
設
工
事
費
の
増

　
　
　
　
額
　
　
３
６
６
万
３
０
０
０
円【

全
員
賛
成
】

　
条
例
一
部
改
正

◇
町
長
等
の
給
料
及
び
そ
の
他
の
給
与
並
び
に
旅
費
支

　
給
条
例

　
町
長
の
給
料
を
２
カ
月
間
、
１
０
０
分
の

１０
減

額
す
る
も
の
。

【
全
員
賛
成
】

統合保育所建設に向け

旧大月分校校舎等解体旧大月分校校舎等解体
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特 別 養 護 老 人 ホ ー ム

国 民 健 康 保 険

水 道

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

給 与 等 集 中 処 理

２億１２１９万 円

△３６５万 円

２８万 円

１６１５万 円

△２０万 円

２４万 円

△５８１万 円

３６２６万 円

６６億７７１万 円

３億４３１２万 円

１０億９８９万 円

３億５３６１万 円

８億２２５４万 円

９５６１万 円

９億７１２２万 円

６億５５７万 円

会　　計　　名 補　正　額 総　　　額

特
　
別
　
会
　
計

一　　般　　会　　計

病　院　事　業　会　計

平成30年度　12月補正予算

A
土
木
費
の
災
害
測
量
設

計
委
託
料
１
０
０
０
万
円

の
内
容
は
。

B
が
け
崩
れ
住
家
防
災
対

策
事
業
と
し
て

２５
件
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

A
災
害
復
旧
費
に
お
け
る

国
の
補
助
金
６
億
円
は
、

激
甚
災
害
を
考
慮
し
た
補

助
率
で
積
算
し
た
も
の
か
。

B
補
助
率
が
確
定
し
て
い

な
い
た
め
、
通
常
の
補
助
率

で
積
算
し
て
い
ま
す
。

◇
大
月
町
通
所
介
護
施
設
新
築
工
事
（
専
決
）

　
　
〈
契
約
金
額
〉

　
　
　
変
更
前
　
２
億
７
１
２
９
万
６
０
０
０
円

　
　
　
変
更
後
　
２
億
７
６
２
１
万
０
０
０
０
円

　
　
　
変
更
額
　
　
　
　
４
９
１
万
４
０
０
０
円

　
　
〈
変
更
の
理
由
〉

　
舗
装
面
積
を
増

や
し
、
ウ
ッ
ド
デ

ッ
キ
の
南
側
に
ス

ロ
ー
プ
、
各
所
に

手
す
り
を
設
置
す

る
た
め
。

◇
橘
浦
漁
港
機
能
高
度
化
工
事

　
　
〈
契
約
期
間
〉

　
　
　
変
更
前
　
平
成

３０
年
６
月

２１
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
平
成

３１
年
１
月

１６
日
ま
で

　
　
　
変
更
後
　
平
成

３０
年
６
月

２１
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
平
成

３１
年
３
月

３１
日
ま
で

　
　
　
延
長
日
数
　

７４
日

　
　
〈
変
更
の
理
由
〉

　
７
月
豪
雨
の
応
急
対
策
活
動
や
、
た
び
重
な

る
台
風
接
近
に
よ
り
工
期
内
の
完
成
が
見
込
め

な
い
た
め
。

【
全
員
賛
成
】

一
般
会
計
補
正
予
算

主
な
使
い
道

柏島情報発信拠点施設
整備工事　3170万円

災害復旧費
1億3815万円

　駐車場の整備内容変更に伴
う増額。

　７月豪雨災害の被災箇所等
の全体概要がまとまったこと
による増額。

経営体育成支援事業費
補助金　　2788万円
　被災した農業者に、農業施
設や機械の復旧費等を支援。

定
　
例
　
会

契
約
変
更
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◇
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
設

　
置
及
び
管
理
条
例
の
一

　
部
改
正

　
隣
接
し
て
地
域
優
良
賃

貸
住
宅
が
建
設
さ
れ
る
こ

と
に
よ
る
変
更
。

名
称
　
成
ヶ
丘
第
１
団
地

住
所
　
大
月
町
姫
ノ
井

　
　
　
１
８
１
６
番
地

１３

【
全
員
賛
成
】

◇
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
の

　
設
置
及
び
管
理
に
関
す

　
る
条
例
の
制
定

　
現
在
建
設
中
の
地
域
優

良
賃
貸
住
宅
（
成
ヶ
丘
第

２
団
地
）
に
関
す
る
条
例
。

【
全
員
賛
成
】

◇
観
光
情
報
発
信
セ
ン
タ

ー
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
制
定

【
全
員
賛
成
】

A
柏
島
観
光
情
報
発
信
セ

ン
タ
ー
の
駐
車
場
料
金
は

１
台
に
つ
き
５
０
０
円
と

あ
る
が
、短
時
間
の
利
用

で
も
同
額
か
。
ま
た
、
バ

イ
ク
の
場
合
は
。

B
駐
車
時
間
に
関
わ
ら
ず

駐
車
す
れ
ば
１
台
５
０
０
円

で
す
。
バ
イ
ク
は
１
区
画
５

０
０
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き

引
き
上
げ
を
行
う
も
の
。

◇
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

◇
一
般
職
に
属
す
る
技
能

職
員
の
給
与
の
種
類
及

び
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

◇
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

◇
町
長
等
の
給
料
及
び
そ

の
他
の
給
与
並
び
に
旅

費
支
給
条
例
の
一
部
改

正

【
全
員
賛
成
】

◇
大
月
町
税
条
例
の
一
部

改
正

　
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関

す
る
特
別
措
置
法
」
の

改
正
に
よ
る
。

【
全
員
賛
成
】

◇
待
機
児
童
解
消
、
保
育

士
の
処
遇
改
善
、
保
育

の
無
償
化
の
た
め
の
必

要
な
措
置
を
求
め
る
意

見
書

◇
公
共
事
業
等
に
お
け
る

国
産
材
（
地
域
材
）
の

利
用
推
進
を
求
め
る
意

見
書

【
全
員
賛
成
】

　
関
係
省
庁
に
意
見
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

夏場の路上駐車解消に
期待が寄せられる

最新の設備を備えた住宅に整備

■
入
居
要
件

　
・
子
育
て
世
帯
（
妊
娠
中
も
し
く
は

　
　
18
歳
未
満
の
者
が
い
る
世
帯
）

　
・
新
婚
世
帯
（
婚
姻
し
て
5
年
以
内
の
世
帯
）

　
※
所
得
基
準
に
該
当
す
る
こ
と

■
家
　
賃
　
3
万
5
0
0
0
円

■
敷
　
金
　
家
賃
の
3
カ
月
分

■
そ
の
他
　
オ
ー
ル
電
化
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

　
　
　
　
　
な
ど
最
新
の
設
備
を
備
え
る

成ヶ丘第2団地

住
　
宅

観
　
光

給
　
与

　
税意

見
書

条
　
例



⑦　№95

１２月定例会の傍聴者は

２３名でした。

次回定例会は３月の予定です。
傍聴のお問い合わせは　　　　

議会事務局までお願いします。

（電話：０８８０－７３－１６８２）

対
応
が
困
難
な
2
項
目

・
避
難
タ
ワ
ー
建
設

・
ヘ
リ
ポ
ー
ト
建
設

　
１３
項
目
の
要
望
の
う
ち
、

９
項
目
を
採
択
し
ま
し
た
。

◇
待
機
児
童
解
消
、
保
育

士
の
処
遇
改
善
、
保
育

の
無
償
化
の
た
め
の
必

要
な
措
置
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る

陳
情

〈
審
査
結
果
〉

採
択
す
べ
き
も
の

　
人
口
減
少
の
課
題
解

決
お
よ
び
子
育
て
環
境

の
充
実
を
図
る
た
め
に
、

採
択
す
べ
き
も
の
と
す

る
。

【
全
員
賛
成
】

対
応
済
み
の
2
項
目

・
轟
川
ダ
ム
の
堆
積
物
除

去
・
各
河
川
上
流
の
山
崩
れ

や
流
域
の
護
岸
の
復
旧

お
よ
び
河
口
の
土
砂
撤

去
等

◇
臓
器
移
植
の
環
境
整
備

を
求
め
る
意
見
書
の
採

択
を
求
め
る
陳
情

〈
審
査
結
果
〉

不
採
択
と
す
べ
き
も
の

　
誰
で
も
臓
器
移
植
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
、
本
質
的

な
問
題
を
再
確
認
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判

断
し
、
不
採
択
と
す
べ

き
も
の
と
す
る
。

【
全
員
賛
成
】

採
択
す
る
9
項
目

・
網
代
川
上
流
及
び
奥
地

区
水
路
上
流
の
砂
防
ダ

ム
の
早
期
建
設

・
砂
防
ダ
ム
建
設
に
供
す

る
作
業
道
敷
設

・
網
代
川
の
道
路
整
備

・
奥
地
区
水
路
の
道
路
整

備
・
奥
地
区
水
路
の
排
水
対

策
・
轟
川
の
早
期
復
旧

・
稲
荷
山
の
地
滑
り
対
策

・
町
道
高
望
線
崩
落
地
の

復
旧

・
轟
川
橋
流
域
の
生
活
道

復
旧

総
　
務
　
厚
　
生

常
任
委
員
会

区長より被災箇所の説明を受ける

産　業　建　設
常任委員会

委員会審査
報
告

　各委員会に付託された
請願および陳情の審査結
果を報告します。

橘浦地区より提出

「豪雨災害に対する抜本的な早期対応を求める請願」

〈審査結果〉一部採択すべきもの
【全員賛成】



№95　⑧

A
　
総
合
戦
略
の
策
定
に

あ
た
り
、
住
民
代
表
な
ど

の
有
識
者
で
「
大
月
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
策
定
有
識
者
会

議
」
を
設
置
し
て
い
る
が
、

会
議
開
催
経
過
、
協
議
内

容
と
町
民
へ
の
周
知
は
。

岡
田
町
長
　
平
成

２７
年
６

月
か
ら

２８
年
２
月
の
策
定

ま
で
３
回
の
会
議
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
本
町
の
人

口
推
計
、
産
業
構
造
等
の

デ
ー
タ
を
分
析
し
、
戦
略

の
基
本
的
な
方
向
に
つ
い

て
の
個
別
ア
ン
ケ
ー
ト
、

策
定
後
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
に
よ
る
検
証
方
法
に

つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し

た
。

久
松
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
推
進
会
議
で
見
直
し
た

総
合
戦
略
の
概
要
版
も
周

知
の
た
め
全
戸
配
布
し
、

そ
の
他
変
更
点
等
は
広
報

で
周
知
し
て
い
ま
す
。

A
　
人
口
減
少
の
要
因
と

対
応
策
は
。

岡
田
町
長
　
年
間
出
生
者

１０
名
程
度
に
対
し
、
亡
く

な
る
方
が
１
０
０
名
を
超

す
と
い
う
自
然
減
と
、
転

入
者
と
転
出
者
の
差
が

６０

名
前
後
と
い
う
社
会
減
の

差
が
要
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
対
策
と
し
て
、
町
内
に

不
足
し
て
い
る
定
住
住
宅

の
確
保
を
進
め
、
転
入
者

の
増
加
を
図
る
た
め
住
宅

の
斡
旋
、
公
共
職
業
紹
介

所
の
開
設
で
働
く
場
の
紹

介
、
移
住
者
が
住
み
続
け

ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

A
　
新
規
の
商
品
開
発
、

地
産
地
消
・
地
産
外
商
、

販
売
力
強
化
の
取
り
組
み

は
。

岡
田
町
長
　
大
月
町
地
域

グ
ル
メ
研
究
開
発
委
員
会
、

マ
グ
ロ
の
ま
ち
大
月
町
推

進
協
議
会
な
ど
で
新
商
品

や
マ
グ
ロ
が
食
べ
ら
れ
る

仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
の
活
用
で
地
場

産
品
の
販
売
ル
ー
ト
の
充

実
、
地
産
地
消
で
は
賑
わ

い
創
出
や
学
校
給
食
な
ど

公
共
施
設
で
の
地
域
食
材

の
利
用
を
進
め
て
い
ま
す
。

地
産
外
商
で
は
ふ
れ
あ
い

市
を
中
心
と
し
た
販
売
、

外
商
に
取
り
組
み
、
ふ
る

さ
と
振
興
公
社
の
事
業
収

入
・
ふ
れ
あ
い
市
の
売
上

高
と
も
に
増
加
し
て
い
る

こ
と
で
、
出
品
者
に
波
及

効
果
が
あ
り
、
地
域
経
済

向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

A
　
本
町
へ
の
移
住
者
、

新
規
就
業
者
へ
の
支
援
は

あ
る
が
、
後
継
者
支
援
が

な
い
。
総
合
戦
略
の
中
に

入
れ
る
べ
き
だ
。

岡
田
町
長
　
後
継
者
支
援

も
踏
ま
え
な
が
ら
網
羅
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高野　真司 議員高野　真司 議員

働く場の紹介で移住者の定住を
（役場２階　ぼっちりサロン）

岡
田
町
長
　
栗
の
植
栽
、

栽
培
を
打
診
し
て
い
る
地

区
が
あ
る
。
実
施
と
な
れ

ば
農
業
分
野
の
１
つ
と
し

て
支
援
し
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

A
　
産
業
建
設
常
任
委
員

会
で
優
良
作
物
と
し
て
栗

を
提
案
し
て
い
る
。
栗
の

生
産
は
土
地
の
形
状
を
選

ば
ず
、
低
樹
形
と
し
落
ち

た
実
を
収
穫
で
き
、
高
齢

者
で
も
栽
培
で
き
る
。
苗

木
を
補
助
し
普
及
を
進
め

る
べ
き
だ
。

地方創生総合戦略

大月町の創生は

　　町民と共に進める／町長

優良作物

栗
の
栽
培
を

　
　
地
区
に
打
診
／
町
長

一
　

般
　

質
　

問
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A
　
「
大
月
町
ま
ち
・
ひ
と

・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

５
カ
年
計
画
を
策
定
し
、

２
０
６
０
年
の
本
町
の
人

口
目
標
を
３
０
０
８
人
に

設
定
し
て
い
る
。
４
つ
の

基
本
目
標
の
１
つ
「
新
し

い
人
の
流
れ
を
つ
く
る
」
で
、

人
口
の
社
会
増
減
マ
イ
ナ

ス
４０
名
（
平
成
２２
〜
２６
年
）

を
平
成
３１
年
度
０
名
と
目

標
設
定
し
て
い
る
が
、
平

成
２５
年
か
ら
の
５
年
間
の

実
績
は
マ
イ
ナ
ス
５３
名
と

悪
化
。
出
生
数
に
つ
い
て

も
過
去
１０
年
間
で
平
成
２４

年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、

平
成
２９
年
は
わ
ず
か
１３
名

で
あ
る
。
人
口
の
推
移
も

こ
の
１０
年
間
で
年
平
均
１

２
９
名
減
少
し
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
推
移
す
る
と
大

月
町
は
消
滅
す
る
危
機
的

状
況
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま

で
い
い
の
か
。

岡
田
町
長
　
将
来
人
口
３

０
０
８
人
は
社
会
減
の
解

消
と
出
生
数
を
年
間

３０
名

に
設
定
し
て
推
計
し
た
人

口
で
す
。
達
成
は
非
常
に

厳
し
い
数
値
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
が
、
若
者

が
住
み
や
す
い
、
子
育
て

し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
、
目
標
達
成
に
向

け
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

A
　
移
住
促
進
事
業
を
取

り
入
れ
、
移
住
支
援
員
１

名
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

１
名
を
配
置
し
、
移
住
者

を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て

い
る
も
の
の
、
実
績
は
平

成
２５
年
か
ら
５
年
間
で
４７

組
７０
名
で
あ
る
。
今
後
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

岡
田
町
長
　
こ
の
５
年
間

の
実
績
は
低
調
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
現
在

取
り
組
ん
で
い
る
住
宅
の

紹
介
な
ど
、
移
住
促
進
事

業
を
拡
充
し
、
本
町
を
選

ん
で
い
た
だ
け
る
施
策
や

助
成
等
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

A
　
国
は
子
育
て
世
代
へ

の
支
援
策
と
し
て
、
平
成

３１
年
１０
月
か
ら
消
費
税
増

税
に
伴
い
、
幼
児
教
育
無

償
化
を
目
指
し
て
い
る
。

対
象
外
で
あ
る
０
〜
２
歳

児
に
対
し
て
、
町
独
自
で

完
全
無
償
化
し
て
は
ど
う

か
。

岡
田
町
長
　
本
町
の
場
合

は
１
歳
児
か
ら
入
園
し
て

お
り
、
１
歳
児
か
ら
無
償

化
の
方
向
で
作
業
を
進
め

て
い
ま
す
。

中平　順三 議員中平　順三 議員

子どもは将来を担う

岡
田
町
長
　
納
税
者
が
目

的
を
持
っ
た
基
金
と
い
う

こ
と
で
、
目
的
を
無
視
し

た
形
は
取
れ
な
い
状
況
で

す
。
出
生
祝
金
の
増
額
や

返
済
の
無
い
奨
学
金
導
入

は
明
言
で
き
な
い
が
、
今

後
は
納
税
者
の
意
見
を
踏

ま
え
な
が
ら
一
極
集
中
で

使
用
で
き
な
い
か
検
討
し

て
い
く
つ
も
り
で
す
。
当

初
予
算
で
は
そ
の
こ
と
も

踏
ま
え
、
子
育
て
支
援
対

策
に
踏
み
込
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

A
　
平
成
３０
年
３
月
末
の

ふ
る
さ
と
納
税
基
金
残
高

は
１
億
２
０
０
０
万
円
余

り
で
あ
る
。
本
年
度
も
１

億
３
０
０
０
万
円
予
算
化

し
て
お
り
、
今
後
も
１
億

円
以
上
の
ふ
る
さ
と
納
税

が
あ
る
と
想
定
し
て
い
る
。

　
返
礼
品
を
は
じ
め
関
連

費
用
を
差
し
引
い
て
も
５０

％
程
度
の
積
み
増
し
が
で

き
る
と
思
う
。
例
え
ば
、
出

生
祝
金
に
１
０
０
万
円
や

返
済
の
無
い
奨
学
金
導
入

の
財
源
と
し
、
岡
田
町
政

の
目
玉
政
策
と
し
て
は
ど

う
か
。

大月町のここを聞く

人
口
減
少
対
策

こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か

　
　
厳
し
い
状
況
と
判
断
／
町
長

ふるさと納税基金の使途

目玉政策としては

今後検討する／町長
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岡
田
町
長
　
初
期
投
資
等

に
係
る
補
助
金
の
活
用
は
、

県
の
産
業
振
興
計
画
の
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
位
置

づ
け
て
支
援
で
き
る
と
考

え
ま
す
。

　
ま
た
、
窓
口
業
務
は
、

県
と
一
緒
に
な
っ
た
助
言
・

支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
初
期
投
資
、
資
金
調
達

は
、
ま
ち
づ
く
り
総
合
支

援
事
業
補
助
金
と
小
さ
な

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
事
業
で
支

援
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

浦木　秀雄 議員浦木　秀雄 議員

A
　
地
域
資
源
の
竹
を
竹

パ
ウ
ダ
ー
に
し
て
販
売
し
、

雇
用
の
拡
大
に
つ
な
げ
た

い
と
取
り
組
ん
で
い
る
人

た
ち
が
い
る
。
住
み
た
い
、

住
め
る
、
住
ん
で
よ
か
っ

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
も
、
初
期
投
資
、

設
備
導
入
を
行
う
た
め
の

国
や
県
の
補
助
金
制
度
の

検
索
や
窓
口
業
務
、
町
独

自
の
補
助
金
等
の
予
算
化
、

事
業
化
拠
点
と
な
る
町
内

の
遊
休
建
物
や
施
設
の
検

索
の
支
援
を
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

A
　
亀
尾
地
区
の
個
人
の

山
が
崩
れ
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
に
土
砂
が
流
入
し
、

公
費
で
撤
去
し
た
と
い
う

情
報
が
あ
る
が
事
実
か
。

岡
田
町
長
　
事
実
で
す
。

ハ
ウ
ス
の
裏
に
土
水
路
が

あ
り
青
線
と
判
断
し
ま
し

た
が
、
再
確
認
で
青
線
で

な
い
と
報
告
を
受
け
ま
し

た
。
災
害
と
い
う
特
殊
な

ケ
ー
ス
に
は
判
断
も
微
妙

に
な
り
ま
す
が
、
公
共
性

も
考
慮
し
今
後
も
慎
重
に

対
応
し
ま
す
。

A
　
公
共
工
事
を
発
注
し

た
場
合
、
入
札
に
参
加
し

た
企
業
名
、
入
札
・
落
札

金
額
、
落
札
率
、
予
定
・

最
低
価
格
等
の
詳
し
い
情

報
を
議
会
や
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
必
ず
公
表
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

浜
田
総
務
課
長
　
県
が
行

っ
て
い
る
指
名
業
者
の
参

加
状
況
の
公
表
も
含
め
、

様
式
・
内
容
等
の
見
直
し

を
来
年
度
実
施
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

A
　
町
長
名
で
の
フ
ラ
フ
、

柿
羊
羹
、
相
撲
の
寄
付
は

公
職
選
挙
法
に
抵
触
す
る

こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
の

か
。

岡
田
町
長
　
柿
羊
羹
は
妻

が
配
布
し
た
の
で
、
私
が

関
与
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
相
撲
の
寄
付
も
私

が
指
示
し
た
事
実
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
知
ら
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら

な
い
。
大
変
脇
が
甘
か
っ

た
と
反
省
し
て
い
ま
す
。

A
　
減
給
１０
％
２
カ
月
の

根
拠
は
。
ま
た
、
裁
判
所

が
黒
と
判
断
し
た
時
の
対

応
は
。

岡
田
町
長
　

１０
％
２
カ
月

の
根
拠
は
私
自
身
が
判
断

し
た
も
の
で
す
。
今
度
ど

う
す
る
か
は
、
裁
判
所
の

判
断
が
出
た
時
に
私
が
判

断
し
ま
す
。

一　般　質　問

地域資源の活用と雇用の創出

起業支援を積極的に

　県と一緒に支援する／町長

町
長
の
寄
付
行
為

知
ら
ず
に
や
っ
た
の
か

 
知
ら
な
か
っ
た
に
は
な
ら
な
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

／
町
長

公共工事の透明性

詳しい入札情報の公開を

　来年度見直す／総務課長
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昔
は
大
月
町
に
も
、
機

械
部
品
、
電
気
関
係
、
縫

製
工
場
な
ど
、
社
会
保
険

も
あ
る
安
定
し
た
職
場
が

あ
り
ま
し
た
。
車
の
免
許

を
持
っ
て
い
な
く
て
も
自

転
車
や
バ
ス
通
勤
で
、
仕

事
が
終
わ
れ
ば
近
く
の
店

で
買
い
物
を
し
、
町
内
の

店
も
潤
っ
て
い
ま
し
た
。

今
は
働
く
所
が
あ
り
ま
せ

ん
。

　
自
然
豊
か
な
大
月
町
で
、

漁
業
、
農
業
、
取
れ
た
て

の
食
材
を
加
工
す
る
工
場

が
で
き
れ
ば
、
そ
こ
で
働

く
人
た
ち
は
安
定
し
た
給

料
が
貰
え
、
帰
っ
て
来
た

い
子
ど
も
た
ち
に
も
良
い

こ
と
に
な
る
の
で
は
。
帰

っ
て
来
ら
れ
な
か
っ
た
子

ど
も
た
ち
の
も
と
へ
行
か

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
親
も
、

働
く
所
さ
え
あ
れ
ば
の
思

い
だ
っ
た
の
で
は
。
住
み

続
け
る
私
た
ち
も
年
々
寂

し
く
な
り
ま
す
。

働
く
場
を
作
っ
て
ほ
し
い

川
村
　
安
弘
　
さ
ん
（
芝
）

や
す
ひ
ろ

　
昭
和

５２
年
、
テ
レ
ビ
で

静
岡
県
の

６０
歳
過
ぎ
の
夫

婦
が

２０
ア
ー
ル
の
畑
で
自

然
薯
を
栽
培
し
て
い
る
の

を
見
ま
し
た
。
自
分
も
い

つ
か
や
っ
て
み
た
い
と
夢

を
抱
い
て
、
平
成

２４
年
か

ら
栽
培
面
積
を
増
や
し
な

が
ら
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
２７
年
か
ら
自
然
薯
と
ス

イ
カ
専
業
農
家
と
し
て
農

業
一
本
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

３１
年
か
ら
さ
ら

に
菊
芋
栽
培
を
追
加
予
定

で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ

ラ
ル
を
多
く
含
ん
だ
自
然

薯
、
平
均
糖
度

１３
度
超
え

の
ス
イ
カ
、
自
然
の
イ
ン

ス
リ
ン
菊
芋
。
い
ず
れ
も

安
心
・
安
全
で
ご
賞
味
い

た
だ
け
る
よ
う
心
掛
け
を

徹
底
し
栽
培
し
て
お
り
ま

す
。

　
あ
く
ま
で
３
品
の
専
門

農
家
で
進
み
、
後
継
者
に

引
き
継
い
で
も
ら
え
る
よ

う
安
定
収
入
を
目
指
し
ま

す
。

生
き
残
る
農
業

笹
木
　
章
弘
　
さ
ん
（
内
平
）

ふ
み
ひ
ろ

ね
ん
じ
ょ

じ

 
 

　
真
佐
代
　
さ
ん
（
芝
）

（
芝
）

ま
　
さ
　
よ

私もひとことみんなの
広　場
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発
　
行
／
高
知
県
大
月
町
議
会

編
　
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会

高
知
県
幡
多
郡
大
月
町
弘
見
2
2
3
0

T
E
L（
0
8
8
0
）
7
3.
1
6
8
2

印
刷

　
有
限
会
社
 

宿
毛
印
刷

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
黒
潮
実

感
セ
ン
タ
ー
」
の
神
田
優

さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
神
田
さ
ん
は
高
知
市
出

身
の
魚
類
の
研
究
者
。
柏

島
の
海
と
島
人
の
人
情
に

ほ
れ
込
み
、
移
住
し
て

２１

年
に
な
る
そ
う
で
す
。

世
界
の
柏
島

　
そ
ん
な
柏
島
の
海
に
は
、

そ
の
数
日
本
一
の
１
１
５

０
種
も
の
魚
が
す
ん
で
い

て
、
世
界
に
誇
れ
る
海
だ

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
黒
潮
実
感
セ
ン
タ
ー
で

は
柏
島
を
「
島
が
ま
る
ご

と
博
物
館
」
と
捉
え
、
人

と
海
が
共
存
で
き
る
「
里

海
」
の
モ
デ
ル
を
作
ろ
う

と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
大
月
や
全
国
の
子
ど
も

た
ち
を
対
象
に
し
た
「
海

の
寺
子
屋
」
や
体
験
学
習
、

エ
コ
ツ
ア
ー
を
開
催
し
、

自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
実

感
し
て
も
ら
う
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

漁
業
者
や
ダ
イ
バ
ー
、
森

林
組
合
、
大
月
小
学
校
の

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
「
海

の
中
の
森
づ
く
り
」
と
し

て
、
間
伐
材
で
モ
イ
カ
の

産
卵
床
を
作
り
、
モ
イ
カ

を
増
や
す
取
り
組
み
も
し

て
い
ま
す
。

　
１
９
８
９
年
１
月
７
日
、

当
時
の
内
閣
官
房
長
官
（
の

ち
の
第

８４
代
内
閣
総
理
大

臣
）
小
渕
恵
三
氏
が
墨
痕

鮮
や
か
な
「
平
成
」
の
元

号
を
発
表
し
た
。
希
望
と

期
待
の
中
、
翌
日
８
日
か

ら
平
成
に
、
そ
の
平
成
が

２
０
１
９
（
平
成

３１
）
年

４
月

３０
日
に
幕
を
閉
じ
る
。

　
平
成
は
激
動
に
次
ぐ
激

動
の
時
代
だ
っ
た
よ
う
に

思
う
。
次
々
と
起
こ
る
自

然
災
害
、
多
く
の
社
会
問

題
、
こ
れ
か
ら
も
厳
し
く

起
こ
る
だ
ろ
う
。
５
月
か

ら
新
元
号
と
な
り
、
新
た

な
時
代
の
幕
開
け
だ
。
ど

の
よ
う
な
時
代
に
な
ろ
う

と
も
主
体
は
自
分
自
身
だ
。

自
他
共
の
幸
せ
の
た
め
に

努
力
す
る
。

（
久
米
里
志
）

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
委
　

員
　

長
　
山
本
　
恒
和

副
委
員
長
　
安
原
　
明
彦

委
　
　
員
　
浦
木
　
秀
雄

委
　
　
員
　
野
村
　
満
久

委
　
　
員
　
久
米
　
里
志

編
集
後
記

今
後
の
抱
負
は

　
大
月
の
子
ど
も
た
ち
に

環
境
学
習
や
自
然
学
習
な

ど
を

２０
年
ほ
ど
行
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
子
ど
も
た

ち
が
地
元
大
月
の
魅
力
に

触
れ
、
興
味
関
心
を
持
ち
、

こ
の
地
を
誇
り
に
思
っ
て

ほ
し
い
。
そ
し
て
、
先
人

か
ら
受
け
継
い
だ
こ
の
海

を
守
り
、
次
の
世
代
に
バ

ト
ン
を
渡
し
た
い
。
そ
れ

を
夢
見
て
、
地
道
に
子
ど

も
た
ち
と
関
わ
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

（
取
材
・
浦
木
秀
雄
）

　
柏
島
　
神
田
　
優
さ
ん

子どもたちが作った産卵床に
モイカがいっぱい

ぼ
っ
こ
ん

か
ん
だ

ま
さ
る

大
月
の

海
に
ほ
れ
込
ん
で

こんにち
は 大

月
の

海
に
ほ
れ
込
ん
で




